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木
製
パ
レ
ッ
ト
の
寄
贈

～
市
防
災
施
設
に
活
用
～　

　

市
で
は
㈱
Ｌ
Ｄ
Ｆ
つ
く
ば
工
場

（
絹
の
台
）
か
ら
、
業
務
で
使
用
し

て
き
た
木
製
パ
レ
ッ
ト
35
枚
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
パ
レ
ッ
ト
の
上
に
、

あ
ら
か
じ
め
作
成
し
て
お
い
た
防
災

用
の
土
の
う
袋
や
融
雪
剤
を
積
ん
で

お
き
、
罹
災
時
に
ク
レ
ー
ン
を
利
用

し
、
運
搬
車
な
ど
に
積
載
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

保
険
料
率
は
据
え
置
き

～
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
～

　

本
年
第
１
回
茨
城
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
議
会
定
例
会
が
２
月

17
日
開
か
れ
、
平
成
22
・
23
年
度
の

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
率
が
次
の

と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　　伊奈庁舎人事課 ☎ 58- 2111（内線1221）問

 

市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め

～
市
職
員
人
事
異
動
（
平
成
22
年
４
月
１
日
付
け
）
～

　

多
様
化
・
高
度
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
迅
速
・
的
確
に
対
応

し
、
市
民
の
く
ら
し
満
足
度
を
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
職
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
能
力
と
適
性
を
備
え
た
職
員
を

配
置
す
る
と
と
も
に
、職
員
一
人
ひ
と
り
が
積
極
性
を
も
っ
て
、

能
力
を
最
大
限
発
揮
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

市
で
は
、
職
員
の
意
識
改
革
を
進
め
、
チ
ー
ム
ス
ピ
リ
ッ
ト

の
も
と
市
民
第
一
の
市
政
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
む
た
め

４
月
１
日
付
け
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

※
異
動
者
多
数
の
た
め
、
課
長
補
佐
級
以
上
を
掲
載
し
ま
す
。

な
お
、（　

）
内
は
、
旧
所
属
お
よ
び
前
職
で
す
。

総
務
部

市
民
経
済
部

都
市
建
設
部

保
健
福
祉
部

◆
部
長
＝
中な
か
が
わ
お
さ
む

川
修
（
市
民
経
済
部

長
）
●
総
務
課
長
＝
沖お
き
た
て
る
お

田
照
雄
（
税

務
課
長
）
●
財
政
課
長
＝
豊と
よ
し
ま
と
し
お

島
利
夫

（
下
水
道
課
長
）
●
税
務
課
長
＝

瀬せ
ざ
き
か
ず
ひ
ろ

崎
和
弘
（
学
校
教
育
課
長
）
○
企

画
政
策
課
長
補
佐
＝
梅う
め
も
と
か
ず
な
り

本
和
成
（
伊

奈
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
○
財

政
課
長
補
佐
＝
荒あ
ら
い
ひ
と
し

井
一
志（
同
主
査
）

○
税
務
課
長
補
佐
＝
草く
さ
ま
た
か
し

間
節
（
社
会

福
祉
課
長
補
佐
）
○
税
務
課
収
納
対

策
室
長
＝
染そ
め
や
た
け
し

谷
武（
税
務
課
長
補
佐
）

㈱ＬＤＦの谷
や ざ わ

沢参事（左）から
目録を受ける飯島市長（右）

　

平
成
22
年
度
の
保
険
料
額
に
つ
い

て
は
、
本
年
７
月
中
旬
以
降
に
市
国

保
年
金
課
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
平
成

22
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・

保
険
料
額
決
定
通
知
書
」
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
22
年
度
お
よ
び
23
年

度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
率

●
均
等
割
額
＝
３
万
７
４
６
２
円

●
所
得
割
率
＝
７
・
60
㌫

※
保
険
料
率
は
県
内
一
律
と
な
り
、

医
療
費
の
動
向
等
を
ふ
ま
え
て
２
年

　
　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
事
業
課
保
険
料
班
☎
０
２
９
︲

３
０
９
︲
１
２
１
３

　
　

伊
奈
庁
舎
国
保
年
金
課
☎
58
︲

２
１
１
１
（
内
線
１
１
８
２
～
３
）

問問

 

み
ら
い
平
の
設
計
図～都

市
計
画
の
変
更
～

　

伊
奈
・
谷
和
原
丘
陵
部
一
体
型
特

定
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画

変
更
（
将
来
の
土
地
利
用
計
画
の
変

更
等
）
に
よ
り
、
昨
年
か
ら
手
続

き
を
進
め
て
き
た
「
伊
奈
・
谷
和
原

丘
陵
部
地
区
の
都
市
計
画
（
用
途
地

域
・
地
区
計
画
）」
が
、
３
月
25
日

付
け
で
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
対
象

は
、
前
年
度
の
保
険
料
率
が
据
え
置

か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
民
間
企
業
等
の
健
康
保
険

の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
の
軽
減
に
つ

い
て
、
保
険
料
を
算
定
す
る
際
の
均

等
割
額
の
９
割
軽
減
が
、
引
き
続
き

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

ご
と
に
見
直
さ
れ
ま
す
。

と
な
る
変
更
区
域
は
、
伊
奈
・
谷
和

原
丘
陵
部
地
区
内
の
地
区
公
園
周
辺

で
す
。

　

こ
れ
ら
に
伴
い
、
都
市
計
画
図
や

地
区
計
画
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
が
一

部
修
正
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
　

谷
和
原
庁
舎
都
市
計
画
課
☎
58

︲
２
１
１
１
（
内
線
８
１
６
１
）

問

◆
部
長
＝
片か
た
み
か
ず
お

見
和
男
（
都
市
建
設
部

長
）
●
農
政
課
長
＝
中な
か
じ
ま
つ
よ
し

島
強
（
企
画

政
策
課
長
補
佐
）
○
市
民
窓
口
課
長

補
佐
＝
中な
か
や
ま
か
ず
ひ
ろ

山
和
広
（
生
涯
学
習
課
ス

ポ
ー
ツ
振
興
室
長
）
○
市
民
窓
口
課

長
補
佐
（
谷
和
原
庁
舎
）
＝
直な
お
い井

仁ひ
と

◆
部
長
＝
森も
り
か
つ
み

勝
巳
（
会
計
管
理
者
兼

会
計
課
長
）
●
建
設
課
長
＝
吉よ
し
だ田

邦く
に

恵え

（
健
康
増
進
課
長
）
●
特
定
事
業

推
進
課
長
＝
井い
な
み
す
す
む

波
進
（
議
会
事
務
局

長
）●
下
水
道
課
長
＝
松ま
つ
ざ
き﨑
昭あ
き
の
り徳（
同

課
長
補
佐
）
○
都
市
計
画
課
長
補
佐

＝
中な
か
む
ら村

渉わ
た
る（

会
計
課
長
補
佐
）
○
下

●
児
童
福
祉
課
長
＝
中な

か
む
ら村

将ま
さ
し（

同
課

長
補
佐
）
●
国
保
年
金
課
長
＝
中な
か
い
ず
み泉

次つ
ぎ
お男
（
特
定
事
業
推
進
課
長
）
●
健

康
増
進
課
長
＝
沼ぬ
ま
じ
り
は
る
み
つ

尻
春
満
（
都
市
計

画
課
長
補
佐
）
○
社
会
福
祉
課
長

補
佐
＝
古ふ
る
や
た
か
お

谷
隆
夫
（
財
政
課
長
補

佐
）
○
児
童
福
祉
課
長
補
佐
＝
小こ
す
げ菅

美み

ち

こ

智
子
（
市
民
経
済
部
市
民
窓
口
課

長
補
佐
（
谷
和
原
庁
舎
））

志し

（
税
務
課
収
納
対
策
室
主
査
）

つくばみらいＮｅｗｓ！

－広報つくばみらい４月号（No.49）－




